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Social Contribution of the OUJ to Local Communities： 
Learning Community as an Expansion of Circle Activities














　OUJ provides opportunities for students from various background to study at their own place without leaving their 
own offices or homes, and aims to be a place where students can obtain a degree for general education or advanced 
studies.
　From the lifelong-learning point of view, almost all students of OUJ live at their own houses and maintain 
neighborhood relationship in their communities. All students  belong to Study Centers（SC） where face to face class 
sessions and other educational facilities are provided. SC becomes venues for students to hold extracurricular 
activities and friendly exchanges in the form of circle activities. OUJ has 50 SC in each prefecture, which locate 7 
Satellite Spaces and 64 Audio visual Rooms for giving easier access to OUJ archives.
　Based on the previous study （Kawai et al.）, this aims to explore how students find the area of contribution to 






















































































































































































1 放送授業 どこでも 有償 有償教員、施設内 フォーマル、受動的、個人
2 面接授業 SC内 有償 有償教員、施設内 フォーマル、受動的、個人
3 野外面接授業 SC外 有償 有償教員、施設外 フォーマル、受動的、個人
4
面接授業（修士論文・卒業
研究） SC内外 有償 有償教員、施設内外 フォーマル、能動的、個人













SC内活動の延長 地域社会 無償（会費？） 教員は無償的参加、施設外 インフォーマル、能動的、グループ
















































































1 放送授業（放送大学） どこでも 時間コミュニティ
バーチャルコミュニティ 弱い 弱い フォーマル
2 面接授業（放送大学） SC内 時間コミュニティ 弱い 弱い フォーマル
3 野外面接授業（放送大学） SC外 時間コミュニティ 弱い 弱い フォーマル
4
修士論文・卒業研究 
（放送大学） SC内外 時間コミュニティ 強い 弱い フォーマル
5
サークル活動・同窓会 SC内 時間コミュニティ 強い 弱い インフォーマル（セミフォーマル）
サークル活動外部ネットワ















ティ 時間コミュニティ 強い 弱い インフォーマル
7 地域（貢献）活動 地域コミュニ
ティ
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び原馬湿地内 85名 158名 160名
関係者・小学















荒川河川敷 20名 28名 30名
園 児 及 び 先




田市・小山市他 35名 53名 53名
関係者・小学
生・保護者 10名 43名 15名
のべ参加人数 227名 274名 298名 のべ参加人数 420名 350名 315名
出所：埼玉県NPO情報ステーション・コバトンびんHP9）より吉田作成。
表６　全国の学習センターにおけるサークルのカテゴリー分類
外国語 パソコン スポーツ 文化・芸術 人文・社会 理工・自然 心理 複数混合系 資格系 合計












































































































































年度 役員数 代表 副代表 会計 監事 事務局長 その他の役員
2009 9 古文書 同窓会、Cおおみや、トレヴィ、
うえるかむ、熟年会 健康体操 健康体操 熟年会








2012 10 朗読 Cおおみや、未来、熟年会、同
窓会
ソシアル、
健康体操 同窓会 古文書 熟年会（相談役）
2013 9 未来 Cおおみや、熟年会、同窓会 健康体操、
ソシアル 朗読 古文書 同窓会（相談役）
2014 10 未来 同窓会、熟年会、古文書 健康体操、 朗読 Cおおみや ソシアル、悠悠、同窓会（事務委員）
同窓会（相談役）






















ル、 悠悠、 舞踏、 古文書（理事）
同窓会、同窓会、古文書（相談役）
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プ を 通 じ
て、老人福
祉施設で体
操のボラン
ティア活動
を行うなど
の事例がる
外部のスポ
ーツ吹矢協
会とは個人
ベースでは
活動してい
る、持ちつ
持たれつの
関係をとっ
ている
出所　サークル代表等のインタビューをもとに川島作成
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学に来ない多くの学生に呼びかけ」るためにサークル
を離れて個人の資格での実行委員会を立ち上げたとさ
れる35）。実行委員会には学習センター職員も参加した。
実行委員会は４月から初めて開催後の会計決算の10月
７日まで都合10回開かれた36）。
5）埼玉SCのサークル活動インタビュー
　埼玉SCのサークルは14、同好会は８である。これ
らの学生団体から10のサークルと２つの同好会の活動
と相互のネットワークなどについて代表者37）へのイン
タビューを行った。以下がそのインタビューの要点を
まとめてものである。以後特に記載しない場合はサー
クルには同好会を含んだ用語として使用する。
インタビュー要約（表８参照）
　サークル内のコミュニケーションでは７つのサーク
ルがメールを使用している。face to faceのみは４サー
クルであった。ただしメールを利用しているサークル
もface to faceも行っている。サークルという同一の取
り組みを持つ性格からもface to faceが基本となるネッ
トワークを形成している。
　他のサークルとのコミュケーションはサークルのメ
ンバーが他のサークルとの重複加入38）の割合で関係形
成が異なる。半数以上が重複加入しているサークルは
９サークルであった。当然ではあるが重複加入が多い
サークルではメンバー間のコミュニケーションがその
ままサークル間のコミュニケーションとなる。一方、
他のサークルへの重複加入者が少ないサークルはCSC
によるサークル間のコミュケーションが重視される。
ただしこの関係形成の違いによりCSCの位置づけが異
なるわけではない。どちらの場合でも基本的にはCSC
があることでコミュニケーションが良好に取れている
ことがインタビューから確認できる。
　CSCの機能についてはサークル間のコミュケーショ
ンの形成と共にフェスタの取り組みが上げられる。今
回インタビューを行った12のサークルでは、10のサー
クルがフェスタに参加している。フェスタに参加する
際には調整・運営のコミュニケーションが必要となる。
　インタビューからCSCが存在することで良好なコミ
ュケーションが形成されていることが分かる。同時に
フェスタへの取り組みから連帯感が生まれる点があげ
られる。フェスタ自体はサークル活動を供覧する場と
しての性格が強い。普通ならばサークルの誇示のみを
表現する場ともなる。しかし恒常的組織としてのCSC
での交流を通じることでフェスタへの協力関係・連帯
感が醸成されることが分かる39）。またCSCが存在する
ことでフェスタ以外の場でのサークルの発表会などの
宣伝などができることが分かる。
　地域貢献活動においては一部のサークルで地域のボ
ランティア活動を行っているが、多くの場合個人的な
関わりとなっている。一方、フェスタにおいては学外
団体の参加やサークルむぎの会による復興支援の催し
などCSCとして社会貢献活動が取り組まれている。
3.3． 埼玉SCにおけるインタビュー分析
　埼玉SCの特徴はCSCの存在である。CSCはフェス
タの開催が重要な目的40）である。同時にCSCという恒
常的組織があることで、フェスタを行う意思の統一が
行われてサークル間のコミュニケーションも恒常的に
形成されている。CSCがフェスタだけでなく埼玉SC
のサークル間ネットワークのプラットホームになって
いる。
　このプラットホームは、サークル間の組織形態とし
てのCSC自体の組織のネットワークと、サークルに重
複して会員となっている学生間のネットワークにより
形成されている。学生間のネットワークは重複加入に
より使用頻度の高いネットワークになる。それゆえに
学生間のネットワークにより形成されるサークル間の
ネットワークはインフォーマルに構築される。しかし
このネットワークはサークルのインタビューから見ら
れるように、サークルにより重複加入の割合に大小が
生じている。必然的にサークル間のインフォーマルな
ネットワークには濃淡41） が生まれる。CSCはサーク
ル、同窓会の間に組織のネットワークを構築しインフ
ォーマルなネットワークの濃淡を解消している。すな
わち各サークルの代表がCSCで恒常的に一同に会する
ことでコミュニケーションが取れ形成されている。イ
ンタビューの「CSCがあることで他のサークルの様子
が分かる」などはこのことを端的に表している。CSC
は恒常的な組織として毎年開催するフェスタという共
有の目標を持つことで、コミュニケーションを継続に
維持することが可能となる。フェスタの取り組み過程
が継続性を生みだしている。同窓会についてはすでに
述べてように役員の相当数がサークルのメンバーであ
りこの場合も重複している。ネットワークの関係はサ
ークル間と同様と理解できる。
　CSCは学習センターも構成員とすることでフォーマ
ル機能として、学習センターとサークル、同窓会間の
公式な橋渡し機能を持っている。CSCはサークル活動
という中間的でインフォーマルなコミュニティとフォ
35）　「学生新聞」第63号の記載をもとに実行委員会委員長にもインタビューを行った。
36）　CSC事務局長のインタビュー。
37）　 インタビューを行ったサークルの代表はほぼ全員が放送大学学部、大学院の卒業生、修了生であった。また大半が複数回の卒業
をしている。
38）　 重複加入が行われる要因は多様であるが、健康体操研究会のインタビュー「サークル内で他のサークルの情報を交換し誘い合っ
ている」が一つの解になる。
39）　フェスタに参加していないサークルもCSCにより連帯感は共有される（ラルゴ、正鵠会のインタビューから）
40）　CSC代表と事務局長からのインタビューによる。
41）　 重複加入によるネットワークはその割合が低い場合でも形成されている。少ないと回答したラルゴでも複数加入している人はい
る（ラルゴのインタビューから）。
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ーマル組織である学習センターを結びつけることで、
学生団体としての自主性を持ちながらフォーマルなコ
ミュニティ組織を創り上げている。
　またCSCはサークル・同窓会を構成員とすること
で、属人的な個人パーソナリティを基盤にして形成さ
れていない。一時期、CSCの役員体制が硬直し数年間
メンバーが変わらない期間があった。しかしこの役員
体制もサークル・同窓会からの選出である。それゆえ
にプラットホームとしての機能が継続性（恒常性）を
持つことになる。13年の期間を経ても継続される要因
はこの点にある。さらに2017年度からは徐々に役員体
制が変化し、より組織的な体制になってきている。
4．考察
4.1．群馬SCと埼玉SCの事例研究からの考察
1）群馬SC「生物研究会」のネットワーク
　「生物研究会」のネットワークの中に人々を社会貢
献活動や地域貢献活動に送りだす仕組みがあるのか。
1.2．の課題で述べたように、放送大学や群馬SC「生
物研究会」のネットワークの中に、地域貢献活動へ移
行する合理的な「仕組み」や「システム」があるの
か。どのような機能があるのかについて図３の仮説を
基に、考察を進める。
　ここでは「仕組み」や「システム」を仮に「プラッ
トフォーム」と呼ぶ。一般大学では、卒業者あるいは
修了者に向けてキャリアカウンセラーなどの配置と共
に就職支援など「出口」機能がフォーマルに整備され
ている。社会人学生や、定年退職者の学生が多数を占
める42）放送大学では、このような機能はフォーマルな
形式で供給されていない。放送大学は、卒業生、修了
生であっても継続して、或いは戻ってきて学びなおし
をする大学である。放送大学での生涯学習の出口の一
つが地域貢献や社会貢献活動であるならば、そのプラ
ットフォームと「出口」、地域への「入口」へのイン
ターフェースが放送大学や学習センター、サークル活
動、その外部ネットワークを通じてインフォーマルに
供給される可能性があるのではないか。これが本節の
課題である。
2） 放送大学からプラットフォーム（学習センター・
サークル活動）へのインターフェースについて
　フォーマルな教育機関である放送大学からインフォ
ーマルな組織への移行部分である。プラットフォーム
として群馬SC「生物研究会」とそのネットワークを
想定して考察を進める。これまでの議論でフォーマル
な組織＝放送大学からインフォーマルな組織＝サーク
ル活動への転換条件は何か。それは、バーチャルコミ
ュニティからリアルな「時間コミュニティ」への移行
であり、フォーマル学習からインフォーマル学習への
転換である。バーチャルコミュニティの学習集団か
ら、ある目的（＝ミッション）を持って集まるリアル
な集団、或いはミッションに共鳴する集団に転換する
必要がある。顔の見えない集団から顔の見える集団へ
の変容である。それは藤生氏の事例研究で述べたよう
に、他人への関心、興味、挨拶から始まる誰だか知ら
ない他人からface to faceの仲間への転換である。小さ
な変化で言えば挨拶することから始まる行動の変化で
ある。
3）埼玉SCのCSC通じた地域貢献・社会貢献
　埼玉SCがある埼玉県は典型的なベッドタウン地域
で、所属学生・卒業生は新住民が多数となる都市型の
学習センターである。そのため生まれ育った地域に住
42）　 2019年10月５日付で放送大学のWEB（https://www.ouj.ac.jp/hp/gaiyo/who.html）に掲載情報によれば、2019年度１学期に在
籍する特別聴講学生を含む教養学部在籍数約90,000人の内訳は、会社員（21.3％）、看護師等（12.9％）、定年退職者（9.9％）、公
務員・団体職員等（8.4％）、教員（7.0％）、自営業・自由業（6.1％）、農林水産業従事者（0.3％）で、これらで全体の65.9％を
占める。
図３　放送大学群馬SCの地域貢献イメージ図
出所：吉田作成
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まない人々、職場と居住地が異なる人々、地域に密着
性を持たない人々が多数となる、群馬SCに比較し地
域との関係は希薄となる。サークル活動も多くは直接
の地域との関係を持ち難い。このことはインタビュー
が示すように、埼玉SCのサークルの多くが直接的に
地域の貢献活動に関わっていない点に表れている。学
生・卒業生と地域の間にインフォーマルなネットワー
クが形成されにくい。この関係を補うのが橋渡し機能
を持つCSCと言える。
　CSCは個人のパーソナリティのみに依拠しない中間
団体であるサークル・同窓会間の組織である点から、
個人として居住地域に結びつきが無くても地域貢献・
社会貢献に関われる。埼玉SCの学生団体においては
群馬SCの「生物研究会」、「若宮クラブ」のように地
域社会へ出て行くという取り組みとは異なった地域へ
の活動が行われる。
　この取り組みには埼玉SCの地域・場所・施設の以
下の特徴があげられる。すなわち、地域においては埼
玉SCが所在するさいたま市43）が首都圏の政令指定都
市で、周辺市町をも含めて人口規模が大きい点、場所
においては東京都以北で最大の鉄道交通の要所である
大宮駅44）に隣接して利便性が良い点、施設においては
ほぼ駅前の公共ビルの３フロアを占有し、フロア内に
ステージ分を除いても100人収容規模の講堂を持つ
点45）である。
　これらから埼玉SCにおいては、集客性がありアクセ
スが容易で多様な行事が可能であるという特質が見い
だせる。一般公開講演会も学内のみならず学外の人々
も参加しやすい。人口規模が大きい都市型地域である
ことから、文化、芸術団体も多数存在する。それらの
学外の人々の取り組みも取り入れることが容易となる。
　CSCにおいても目的の一つに地域社会への貢献を掲
げている46）。この特質を有効利用した地域貢献・社会
貢献が行われる。フェスタにおける音楽祭の学外のバ
ンドによる「ジャズ・コンサート」はその一つであ
る。また前述した創作サークル「パレット」の作品展
示も同様の取り組みといえる。フェスタのみならず一
般向けに埼玉SCとサークルの共催で継続して行われ
ている「『3.11を語る・伝える』学生交流会」陸前高
田復興支援47）の取り組みも社会貢献の一つである。学
生・卒業生が自らの居住地とは限らない地域との文化
的、芸術的主体とした活動を行っている。
　埼玉SCにおける地域貢献・社会貢献は、地域に出
ていくのではなく、センターの特質を有効に活用し
CSCというフォーマルなコミュニティの組織体がフェ
スタや公開講座などに学外の団体、人々を放送大学内
に取り込む点にある。外部との取り組みを包摂するネ
ットワーク形成（外部との協働）にある。
　埼玉SCの取り組みでさらに特筆する点は、CSCに
大学組織である学習センターが構成員として参加して
いる点である。サークル・同窓会は学習センターなし
には存在しない。CSCにより学生団体と存在基盤であ
る学習センターとの間に恒常的な協議機能が構成され
ている。学習センター側からは一般講演会なども含め
て大学行事に学生団体を取り込む協働関係が形成でき
る。学生団体側は学習センターが加わることCSCが対
外的にフォーマルな組織として認知される。学外に対
して信頼性を与え協働関係が得やすくなる。同時に学
生・卒業生が持つ地域・社会との関係を結びつけるこ
とで、学習センターにおける地域貢献のプラットフォ
ーム機能も形成される48）。学習センターと学生団体と
の関係形成の取り組み事例となる。
　放送大学の地域貢献には各都道府県に設置されてい
る学習センターの機能なしには成しえない。特に埼玉
SCの事例のように学習センターには規模の大小はあ
るものの講義室などの施設機能を有している。また客
員教員も含めて高度人材機能49）を有している。CSCの
事例は学習センター機能を有効利用した取り組みとい
える。学生・卒業生と共に、放送大学としての地域貢
献の方向性を見出せるのではないか。
　現在CSCは学外の団体を埼玉SCの行事、施設に取
り込む活動が主体となっている。しかしNPO法人オ
ペラ彩への出演、ベリーダンスの社会福祉協議会での
ボランティア活動50）、創作サークル「パレット」の絵
画展覧などNPO等との協働関係も築かれつつある。
　今後はCSCから得られた学外との関係をもとに、サ
ークルが独自にNOPなどに協働関係を築いていくの
ではないか。特にサークルWWMの学生有志による、
43）　さいたま市の人口は2019年10月30日時点で約130万人https://www.city.saitama.jp/006/013/005/001/p063072.html
44）　大宮駅には東北・上越・北陸新幹線、JR高崎線、JR宇都宮線、JR京浜東北線、JR埼京線、東武鉄道野田線他が乗り入れている。
45）　埼玉学習センター『2019年学習センター利用の手引き』23ページの施設の案内参照
46）　埼玉学習センター『2019年学習センター利用の手引き』35ページ参照
47）　 陸前高田復興支援の取り組みも、津波で子息をなくした体験の絵本「ハナミズキのみち」の作者を迎えての報告会や復興支援チ
ャリティコンサートの開催であり文化・芸術的な取り組みである（むぎの会代表のインタビュー）。
48）　 CSCが直接ではないが、学習センターとの協働関係から2019年６月に開催のさいたま市、JR東日本・大宮支店主催『鉄道のまち
大宮　鉄道ふれあいフェスタ』には埼玉学習センターとむぎの会、朗読の会こころの共同企画で参加を行った。むぎの会はこど
もなんでも相談コーナー、朗読の会こころはこども対応の紙芝居を行った（むぎの会代表、朗読の会こころ代表のインタビュー
から）。
49）　 埼玉学習センターの絵画サロンによる展示、復興支援、オペラ参加などには客員教員が関わって取り組まれている（むぎの会代
表、WWM代表のインタビューから）。
50）　 さいたま市社会福祉協議会とボランティアグループで構成されている「浦和区ボランティアネットワーク」に健康体操研究会の
内部グループであるベリーダンス（会）が「社会活動グループ　ラスピローズ」として参加している。活動は老人ホームなどで
ベリーダンスを公演するとともに、入居者と簡単な体操を一緒に行うボランティア活動を行っている（健康体操研究会のインタ
ビューから）。
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前述の学外のNPO法人オペラ彩51）に合唱としての参
加では、居住地による直接的な地域貢献ではなく、和
光市の文化芸術公演という取り組みを通じ、都市住民
型の地域貢献・社会貢献活動に取り組んでいる。
　埼玉SCの事例考察は、群馬SCとは異なる都市型学
習センターにおける学生・卒業生のサークルによる地
域のNPOなどとのかかわり方の具体例を示している。
4.2．地域貢献・社会貢献の入口はどこにあるのか
　「地域コミュニティ」の母体となってきた、市町村
数の推移とNPO法人数の推移及びその合計数の推移
を比較したグラフを図４に示す。1888年に71,314あっ
た市町村数は、NPO法人が登場する1998年に合併な
どにより、3,234まで減少した。更に、2019年８月現
在、1,718まで減少したが、その一方で、1998年度か
ら認証がスタートしたNPO法人数は、2017年度に
53,586のピークに達し、その後わずかに数を減らし、
一旦、平衡状態に入っているように見える。現在の市
町村数と「新しいコミュニティ」であるNPO法人数
の合計数が、1888年の71,314に対して75％程度まで戻
していることは興味深い。どんな意味があるのだろう
か。
　「新しいコミュニティ」としてのNPO法人は、地域
で様々なミッション（使命）やテーマに取り組んでい
る。NPO法人は、市町村と異なり地域そのものでは
ないが地域が抱える諸課題に対する「中間的な集団」
であり、「中間領域」、又、ミッション（使命）・テー
マ別にテンポラリーに人々が参加する「時間コミュニ
ティ」である。行政は「全ての人」に対する公益サー
ビスであり、NPO法人はそれより小さい領域の公益・
共益サービスを提供する。明治以来の大合併により行
政単位が大きくなり、市町村数が大幅に減少した。行
政が拾いきれない課題に対応する団体としてNPO法
人の必要性が求められている。地域貢献や社会貢献を
考える際にNPO法人活動は、地域や社会に対する「中
間的集団」或いは「中間領域」としても地域コミュニ
ティに対して重要な役割を担っていると考えられる。
　NPO法人の活動に触れ、体験し、参加することは
地域社会の課題やニーズへの対応を間近で経験するこ
とになることが明確だと思われる。こうしたNPO法
人の活動は（ボランティア団体など法人化されていな
い団体・組織の活動を含め）地域貢献・社会貢献への
大きな入口の一つといえる。
　地域に密着する活動を行うNPO法人や環境活動、
社会福祉法人などの運営者を取り込んでいる「生物研
究会」のネットワークは、地域貢献活動・社会貢献活
動などへの入り口を複数持っているといえる。4.1 2）
の議論と併せて、サークル活動が行われている学習セ
ンターは、放送大学と地域貢献へのプラットフォーム
として特定できると考える。
51）　 WWMの有志が合唱で出演するオペラ「ナブッコ」は特定非営利活動法人オペラ彩と和光市、財団法人和光市文化振興公社が主
催する「2019年度　文化庁　文化芸術創造拠点形成型事業」である。この合唱には東邦音楽大学、短大、高校の有志、埼玉県立
浦和高校グリーンクラブ、和光市内児童合唱団も出演する。なお公式には放送大学埼玉学習センター合唱団有志として出演する 
和光市ホームページhttp://www.sunazalea.or.jp/event/detail.cgi?key=20190830103737）　2019年10月30日確認。
52）　総務省 市町村数の変遷と明治・昭和の大合併の特徴www.soumu.go.jp/gapei/gapei2.html　2019年10月24日確認
53）　 内閣府 特定非営利活動法人の認定数の推移　https://www.npo-homepage.go.jp/about/toukei-info/ninshou-seni　2019年10月
24日確認
図４　市町村数と比較したNPO法人数推移
出所：総務省データ52）及び内閣府データ53）より吉田作成。
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4.3． 学習センターの地域貢献・社会貢献へのプラッ
トフォーム機能とは何か
1）「生物研究会」の活動
　群馬SC「生物研究会」は平成16年から平成28年ま
でに203回の行事を開催した（表９参照）。これまで述
べてきたように、同会はネットワークのノードが関与
する多様なミッションへ「時間コミュニティ」を作っ
てメンバーやサポーターを送り込み、能動的学習や地
域貢献活動を提供している。多彩なノードが提供する
多様な活動を学ぶ機会を提供することで「生物研究
会」 の活動は大きな広がりを持ったものになった。
「生物研究会」のノードが提供する「時間コミュニテ
ィ」に対して、外部の「時間コミュニティ」を連結す
ることがプラットフォームの役割だと思われる。連結
された「時間コミュニティ」には、ノード側の人々と
「生物研究会」側のメンバーがおり、活動のミッショ
ンを学び、活動に参加することで、人と人との交流が
生まれる。
2） 「生物研究会」の「グループ学習」と「実践活動」
の分析
　表１では階層４と階層５の間で、「個人学習」から
「グループ学習」へ転換し、階層７及び階層８におい
て「実践活動」が加わることを記載した。その意義に
ついて考察を加えたい。
　センゲは『学習する組織』（センゲ 2011）におい
て、「学習する組織」 の要として「システム思考」、
「学習する組織」の核となるディシプリンとして「自
己マスタリー」、「メンタル・モデル」、「共有ビジョ
ン」そして「チーム学習」を挙げている。これら５つ
のディシプリンに関し引用する。
「自己マスタリー」
1） 個人が学習することによってのみ組織は学習する。
個人が学習したからといって必ずしも「学習する
組織」になるとは限らない。が、個人の学習なく
して組織の学習なし、である（センゲ 192）。
2） 「自己マスタリー」は、個人の成長と学習のディシ
プリンを指す表現である。高度な自己マスタリー
に達した人は、人生において自分が本当に求めて
いる結果を生み出す能力を絶えず延ばして行く。
学習する組織の精神は、こうした人々のたゆまぬ
学びの探求から生れるのだ（センゲ 194）。
3） ここで述べている「学習」というのは、知識を増
やすという意味ではなく、人生で本当に望んでい
る結果を出す能力を伸ばすという意味だ。それは
生涯つづく生成的学習である。学習する組織は、
あらゆる階層でそれを実践する人がいなければ成
り立たない（センゲ 196）。
「メンタル・モデル」
4） もっと具体的に言うと、新しい見識を実行に移す
ことができないのは、その見識が、世の中とはこ
ういうものだという心に染み付いたイメージ、つ
まり慣れ親しんだ考え方や行動に私たちを縛り付
けるイメージと対立するからだ（センゲ 240）。
「共有ビジョン」
5） 共有ビジョンは「学習する組織」にとって不可欠
なものである。共有ビジョンがあることによって
学習の焦点が絞られ、そして学習のエネルギーが
生れるからだ。適応学習ならばビジョンなしでも
可能だが、根源から創造する生成的学習は、人々
が自分たちにとって大いに意味のあることを成し
遂げようと懸命に努力している時のみに起こる
（センゲ 281-282）。
「チーム学習」
6） チームが学習できることを私たちは知っている。
スポーツや芸能、科学、ときにはビジネスにも、
チームの英知がチーム内の個人の英知に勝ること
や、チームによって協調的行動の驚くべき能力が
生み出されることを示すめざましい例が存在する。
チームが真に学習するとき、チームとして驚くべ
き結果を生み出すだけでなく、個々のメンバーも、
チーム学習がなかったら起こり得ないような急激
な成長を見せる（センゲ 44）。
7） チーム学習はきわめて重要である。なぜなら、現
代の組織における学習の基本単位は個人ではなく
チームであるからだ。肝心なのはここである。チ
ームが学習できなければ、 組織は学習しえない
（センゲ 45）。
8） 個人の学習は、あるレベルでは、組織の学習と関
連がない。個人がつねに学習したところで、全く
組織の学習にはならないからだ。しかし、チーム
が学習すれば、組織全体の学習の縮図になる。チ
ームが得た洞察は行動に移される。チームで開発
されたスキルは、ほかの個人に、ほかのチームに
展開することが可能だ（実際に展開する保証はな
いが）（センゲ 318）。
「システム思考」
9） システム思考は、すべてのディシプリンを統合し、
融合させて一貫性のある理論と実践の体系をつく
るディシプリンである（センゲ 47）。
　センゲの５つのビジョンと「生物研究会」のネット
ワークの広がりや、階層が示す変容の意味を考えてみ
たい。「自己マスタリー」について、2）で引用したよ
表９　「生物研究会」10年間の行事場所と目的
ノード行事
総行事数 場所別目的別 種類
放
送
大
学
＆
サ
ー
ク
ル
活
動
「
生
物
研
究
会
」
時
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
203回
SC内行事 
78回
106種類
中
間
的
集
団
時
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
SC外行事 
110回
研究成果発表会 
15回
出所：吉田作成
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うにネットワークの「アクター」やNPO法人のオー
ガナイザーが自己マスタリー的実践をする人と考えら
れそうである。「メンタル・モデル」は、「メンタル・
ブロック（＝障害）」と言い換えられる。思考方法の
「障害＝ブロック」は、ネットワークの多様性がもた
らす新たな活動において、「アクター」がファシリテ
ータとして研究大会などで課題を共有する際に、グル
ープ学習者が自ら「気付き」に至ることで「メンタ
ル・ブロック」を打破し、新たな発想を得ているので
はないかと推測される。「チーム学習」について、「生
物研究会」の「グループ学習」とセンゲの「チーム学
習」の論点を置き換えてみると非常に興味深い。
　「生物研究会」は固定メンバーは10名程であるが、
30名程のサポーターが行事により入れ替わり参加す
る。「生物研究会」が表１の階層４までの「個人学習」
と階層５からの「グループ学習」への転換点を持って
いることは、こうしたメンバーの「グループ学習」が
「生物研究会」本体に与える測り知れない大きな効果
を、センゲの「チーム学習」論から見ることが出来そ
うである。また、2）や9）のポイントは、放送大学で
の理論学習やサークル「生物研究会」の学習階層７お
よび８の実践活動と類似している。
小活： バーチャルコミュニティから
リアルコミュニティへの転換
　人々の地域貢献活動への流れを図５に整理する。
1） 図３の地域を持つ人々（旧住民）と地域を持たな
い人々（新住民）は、図５が示すように、いずれ
も地域から放送大学に吸い上げられる。
2） 藤生氏の活動の場では、藤生氏自身の居住する伊
勢崎市で旧住民と新住民を融合する活動で「地域
活性化（まちづくり）」を目指すパターンである。
藤生氏はその活動を放送大学にフィードバックし、
自己の活動情報の共有化を図っている。
3） 放送大学に吸い上げられた人々は、そのまま地域
に戻る人々と、大学院進学、学習センターの同窓
会、サークル活動などに参加するグループに分か
れていく。
4） 群馬SCでのサークル活動へのインターフェースは
とても単純なものの可能性がある。群馬SCでは出
入りする学生に必ず一声かけるのである。「あいさ
つする、一声かける」という行為は藤生氏の修士
論文でも地域活性化にとり重要な論点の一つであ
る。
　藤生氏の活動紹介で触れたように、バーチャル
コミュニティの紐帯を持たないメンバーがface to 
faceの紐帯を持つ「仲間」へと転換する。
5） 同窓会、サークル活動には、外部に開いたものと
外部に閉じたものがあり、「生物研究会」はそのネ
ットワークが示すように、外部に開いたサークル
で、学生は地域貢献活動や社会貢献活動へ参加し
ていく可能性が高くなる。
6） Oが示す川島氏、AKが示す中島氏などNPO法人の
図５　放送大学・群馬SC・サークル「生物研究会」とそのネットワークにおける地域貢献への人の流れ
出所：吉田作成
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運営者（オーガナイザー）が地域貢献活動の「時
間コミュニティ」を供給する。一方でAQで示す
藤生氏はの活動は、旧住民の立場から新住民との
融合を図る仲間づくりをしている。この活動を学
習センターでも行い、バーチャルコミュニティか
らの仲間づくりをしているのである。
7） 「生物研究会」とそのネットワークは、NPO法人
のオーガナイザーが供給する「時間コミュニティ」
に対して、これに連結し、「時間コミュニティ」を
メンバーに提供する事である。
8） これらが「プラットフォーム」の「出口」であり、
地域貢献活動や社会貢献活動への「入口」だと考
えられる。ただし、放送大学は卒業や終りのない
大学（＝生涯学習の継続）である。地域貢献活動
参加後、「生物研究会」へ立ち戻るサイクルを繰り
返す。
9） こうした人の流れのサイクルを多様な分野で実現
する為には、「生物研究会」ネットワーク内に、地
域の課題に取り組むNPO活動を運営する修了生、
卒業生などをネットワークのノードとして取り込
むことが必要であり、その役割を担い支援してい
るのが「アクター」である。
10） 「アクター」とNPO運営者の紐帯が強ければ、よ
り多くの「時間コミュニティ」がNPO運営者側
に供給され、地域貢献活動につながる可能性が高
いと考えられる。
11） 放送大学、学習センター、サークル活動、そのネ
ットワーク（いずれも「中間的集団」である）を
経由することにより、NPO活動などにエントリ
ーしていく可能性がある。これらはインフォーマ
ルなコミュニティで実施されているものである。
12） 群馬SCのサークル活動「生物研究会」は、その
ネットワークを経由し、 周縁にあるNPO法人、
ボランティア組織、環境保護団体などを経由し、
人々（学生）を地域貢献活動や社会貢献活動へと
外へ押し出して行く機能がある。
13） 前稿の表３-５（河合他 56）は、放送大学のフォ
ーマルではないもう一つのインフォーマルなカリ
キュラムである。教室から出て実践活動か、実践
活動に近いところで行われる。ここでは「アクタ
ー」の教師などがつなぎ役を果たし、図６で示す
「学習する人」へ「実践する場」を供給している
のである。
　以上の考察を踏まえ、埼玉SCの事例研究を整理す
る。群馬SCの状況を図３と図５に示した。3．で埼玉
SCのCSC活動を「外部との取り組みを内包化するネ
ットワーク形成（外部との協働）」ではないかと考え
た。これに対応する形で埼玉SCの状況を仮説図とし
て図７に示す。
　埼玉SCのCSC交流会やサークルへのインタビュー
から群馬SCと同様に、①でバーチャルコミュニティ
からリアルコミュニティへの変換があり、SCを土台
としてサークル、同窓会、CSCが存在している。これ
らの「時間コミュニティ」が目指すのは、フェスタの
運営実行である。埼玉SCにおいても②で示す外部へ
の人々の押し出しも示されているが、③で示すよう
に、人々を埼玉SCに呼び込む力が押し出す力より圧
倒的に大きいことが特徴である。
　これまで埼玉SCが蓄積し、生成した「プラットフ
ォーム」は「外部との交流・協働」のためのプラット
フォームであると考えられる。一方、群馬SC「生物
研究会」が生成して来たプラットフォームは、人々を
外へ押し出し、NPO法人などが提供する「時間コミ
ュニティ」への参加の機会を提供している。その過程
で行われているのは何か？それは、バーチャルコミュ
ニティからリアルコミュニティへの転換、即ち仲間づ
くりからテーマやミッションを持ったサークル活動へ
の参加、ネットワークを通した「テーマコミュニテ
ィ」への参加である。それぞれの転換点で行われてい
るのは、外部の人々との「交流」である。
　埼玉SCのCSC活動は、人々との交流が外部との協
働により埼玉SC内部へ、取り込まれるといえると考
えられる。埼玉SCのサークル活動やCSC活動ではま
ちおこしや環境問題などの地域課題をテーマとした取
り組みは見られない54）。サークル活動においても文
化・芸術をテーマとするものが全体の半数である55）。
社会貢献活動では福祉施設訪問におけるダンス披露な
ど文化、芸術的な取り組みである。陸前高田復興支援
も絵本「ハナミズキのみち」紹介をもとに形成されて
いる。
　このことから埼玉SCのサークルは外部の文化、芸
術団体との関係が深くなる。このような傾向により埼
玉SCのCSCを主体とした取り組みは外部の文化・芸
図６　生涯学習社会
出所：立田（26）
学習する社会
学習する組織
学習する人
知識、スキル
コンピーテンシー
（関心、意欲、態度）
コミュニティ（家庭、学校、
職場、地域、共同体）
チーム（一時的～継続）
パートナー
54）　前節で述べた埼玉SCの学生と地域の関係の薄さが要因といえる。
55）　 健康体操研究会もダンスを行う事から、ダンスのサークルが３つ、朗読の会こころ、音楽のWWM、俳句の会とインタビューを
行ったサークルでも半分に当たる。
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術的な活動を取り込んでいる。また取り込み内容も埼
玉SCに無いものを取り入れるという傾向56）がみられ
る。埼玉SCの交流プラットホームは図７のようにサ
ークルのフィードバック関係ではなく互いに主体性を
持った協働関係といえる。また地域との関係は居住地
としての地域ではなく、広い意味での市民社会として
の地域との関係といえる。
　表１、表２、図３、図５、図６、図７を包括的に図
８に示す。学習動機を持った①個人から始まる階層
は、最後に⑥の地域・社会に至る構造である。各階層
から次の階層への「連結」の役割を果たす人や目的、
動機などを右端に入れた。群馬SCの「生物研究会」
の前後のつながりは、立田（2018：26）が示した図６
と非常によく似た構造を持っていることが分かる。図
７の埼玉SCのCSC交流会を中心にした構造もよく似
たものといえる。
　群馬SCと埼玉SCの事例研究からの差異は、図８で
⑤から⑥が外へ向かうか、⑥から⑤へと内へ向かうか
である。図７をもとに、表１、図３及び図８につい
て、埼玉SCに置き換えて考える。
　図３では、群馬SCの「自然や環境」にかかわる活
動が人々を学習センターの外に押し出して交流の場が
図８　群馬SC・「生物研究会」ネットワークとの類似性
出所：吉田作成
群馬SC「生物研究会」
＆ネットワーク
①個　人
②放送大学・本部
バーチャル教育・学習システムの提供（受動的・フォーマル学習）
（バーチャルコミュニティ）
③学習センター
Face-to-faceの教育・学習の場提供（受動的・フォーマル学習）
（時間コミュニティ）
④サークル活動
能動的・インフォーマル学習
（時間コミュニティ）
⑤実践活動
NPO法人・環境・福祉団体等（地域・社会の課題に対する貢献活動）
（時間コミュニティ）
⑥地域・社会
二次ノード
二次ノード
一次ノード
仲間作り
アクター
アクター
学習動機
図７　埼玉SCの外部との交流プラットフォーム図
出所：吉田作成
外部との交流・協働の
プラットフォーム
放送大学
同窓会センター・サークル
リアルな人々の集団「時間コミュニティ」
社会貢献
文化芸術活動
福祉活動
居住地として地域ではない
地域社会（市民社会）
学習センター
サークル 同窓会
CSC交流会
実行委員会
埼玉フェスタ①
②
③
本部＆
バーチャルシステム
放送大学
56）　 音楽祭のジャズバンドが例となるが、むぎの会の復興支援チャリティコンサートも例といえる。
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学習センター外部に形成される。埼玉SCでは、これ
と異なり、図７に示すように「文化芸術活動」におけ
る人々の大きな交流の場が埼玉SCで開催されるフェ
スタにあるため、外から内に向かう。
　表１の階層６で、「文化芸術活動」においては「プ
ロ級講師」を外から招いている。「文化芸術活動」は、
群馬SCの「生物研究会」が対象とする地域固有ある
いは土着の自然や環境と異なり、「都市型」あるいは
「汎用的」テーマを扱っている。階層７で、サークル
やCSC主催の取り組みとなる。階層８では、フェスタ
におけるコンサートなどが有料となり、金銭的に事業
レベルで成立する。
　図８で放送大学教員やNPOオーガナイザーなどが
果たした「アクター」や「二次ノード」の役割は、階
層６の「プロ級講師」に置き換わるのである。
　動機を持った個人がバーチャルシステムである放送
大学・本部に登録し、家庭や通勤中など、どこでも
TVやパソコンなどでリアルなつながりなしに学習が
始まる。そして、藤生氏や「生物研究会」の松田氏の
ような人々が学習センターで仲間作りを始め、「生物
研究会」などサークル内部の紐帯を強める働きをする
のである。
　黒川（2006）が言うように、学習センターという
「場所」が「時間コミュニティ」になるのである。ま
た、学習センターという土台があって初めてサークル
活動が可能となるので、学習センターの存在意義は大
きい。そして、サークルにアクターが取り込まれて生
まれる二次ノードにNPO法人など地域社会とつなが
りを持つ運営者を取り込んでいくとき、地域貢献や社
会貢献の実践活動の「時間コミュニティ」が立ち上が
る。アクターや二次ノードが「時間コミュニティ」の
連結役を果たすのである。
　学習センター、サークル活動、実践活動へと３つの
「時間コミュニティ」を連結し、地域貢献や社会貢献
に至るこの仕組み（＝プラットフォーム）では、その
間に参加者が行事の選択を行っているものと推測され
る。この仕組みの中では、参加者個人の内発的動機付
けや内発的報酬のやり取りがあるものと推測される。
　一方、学習センターが④や⑤の活動を積極的に評価
していく時、「生物研究会」を「学習する組織」と把
握した場合に、組織の内発的動機や内発的報酬の論点
が浮上すると考えられる。その意味でも学習センター
を含む本学の教育情報システムは、立田のいう知識基
盤社会の到来を見すえる時、その存在意義は一層重要
になる。
　こうした個人や組織の内発的動機と内発的報酬がど
のように生成しているかを解明することは喫緊の課題
であると思われる。
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